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看護小規模多機能型居宅介護

ケアホーム希望
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03-5315-5722のぞみ望希
看護 介護 は 情熱 熱く燃えろ！

最近、テレビや新聞で、大手企業が運営する介護保険施設（有料老人ホーム）

での虐待と思われる事件が報道されました。一生懸命に高齢者のケアをして

いる介護職員にとっては、とても辛く悲しい、そして何よりも介護業界全体

のイメージが悪くなり、増々 介護業界にとって慢性的な人材不足となって

しまうことが残念です。

近年、立派な施設は建てるが、介護職員がいない

ので、十分に利用者を受け入れられないのが現状です。

『ケアホーム希望』に、特別養護老人ホーム、介護老人保険施設

やグループホーム等で働いていた介護職員が転職してきます。

話を聞くと、夜勤は介護職員が1人で20名の利用者を介護して

いると言う。利用者一人一人と話をする間もなく業務に追われ、

体位変換や清潔ケア、排泄の介助等で、一晩中走り回っているのが現状

なのです。

以前、グループホームで勤務していた介護職員は、認知症の進んだ利用者が

一晩中寝ないで騒いでいたり、徘徊している利用者を見守ったりと、体力的

にも精神的にも疲れ、ストレスも大きかったようです。

今回報道されたような事件は、決してあってはならないことですが、もう少し

国や行政、そして経営者は、過酷な労働現場であるということを理解し、職員が

働きやすい環境にするには、もっと真剣に考えなければならないと思います。

私は、経営者であり、現場の看護師として働く中、利用者を受け入れる際に、

状況を看て、介護職や看護職がきちんと対応ができるのか、更に利用者の認知症が

進んだとしても、医療ニーズが高くなったとしても、支える家族が在宅で介護していきたいと

いう覚悟で望んでいるか等を見極めてから受け入れをしています。

◆新規利用者の受け入れは…（事例）

難病で経管栄養のＦさんが入院している病院へ行き、

状態確認のため、本人とその家族と面談する。その上で、

退院に向けて、往診医、訪問看護師、福祉用具業者、

担当ケアマネ、家族等、本人に関連する人たちが病院に

集まり、退院時カンファレンスを行う。

本人や家族はもちろん、受け入れる側の人たちも安心

して在宅生活を支援できるようにしています。

関係者を一度に集めることは非常に難しいですが、この時間をきちんと設けることが

とても大切であると考えています。

退院時カンファレンスの様子



今年からインフルエンザ ワクチンが変わります。

昨年までインフルエンザＡ型2種類、Ｂ型1種類に対応していましたが、新たにＢ型

インフルエンザワクチン1種類が追加され、パワーアップしたワクチンになります。

ケアホーム希望では、職員もちろん、利用者の皆さんにも予防接種をしていただいております。

インフルエンザは、せきや痰などの呼吸器の炎症や発熱等、その症状は重く、非常に怖い病気です

のでご家族の皆さんもインフルエンザワクチンの予防接種を受けましょう。

今年のインフルエンザは…

俺はまだ
87歳だよ！

祝 91歳

私も４歳
サバ読んじゃおう

かな～

Ｙさん

がんばって

歩いてよ！

ハイハイ

元気でいないと

皆に迷惑かけるからね。

わかってますよ…

おぉ～！
この人

笑ってるけど
やることは
きついんだよ

転ばないように

筋力つけてね

今日も朝早くから
玄関で待ってて
くれたよ！

お正月には
家に帰れるように

準備するね

ありがとう…

花よりビール

飲みたいな！

今日も元気に
頑張るぞ～！

みんな
食いしん坊だから
多めに作らないと…

娘と民謡聞きに
出掛けるから
きれいにしてね

私、歌うまいから
クリスマスに
歌ってあげるね

汗かいてたけど
これで さっぱり
しましたね


